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戸由民

栽
培
漁
業
を
定
着
さ
せ
る
に
は

青

ほ
た
て
貝
部
長

山

，，-、、

禎

夫春を待つホタテガイ母貝の成熟状況(養殖 2年貝)昭和59年 2月13日(土屋)
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戸圃ヘ

戸圃旬、

栽
培
漁
業
と
は
、
天
然
の
状
態
で
は

減
耗
の
大
き
い
時
期
を
、
人
閣
の
保
護

下
に
お
い
て
、
あ
と
は
海
の
豊
か
な
生

産
力
を
利
用
し
て
、
水
産
動
物
資
源
を

積
極
的
に
増
大
さ
せ
、
こ
れ
を
漁
獲
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
こ
の
考
え
方
は

現
在
で
は
、
空
産
の
現
場
に
お
い
て
も
、

広
く
理
解
、
支
持
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

し
か
し
、
「言
う
は
易
し
:
j
e---
」

と
い
う
こ
と
で
、
簡
単
に
か
け
声
だ
け

で
成
果
が
具
現
化
す
る
と
考
え
る
の
は

甲
討
に
す
ぎ
ま
す
。

で
は
、
栽
培
漁
業
が
定
着
す
る
た
め

に
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
必
要
な
の
で
し

ょ
う
か
、
主
と
し
て
技
術
的
側
面
か
ら

み
た
要
件
を
と
り
あ
げ
て
み
ま
す
。

第
一
に
は
、
栽
培
技
術
を
開
発
し
発

展
さ
せ
る
た
め
の
技
術
者
の
責
務
で
す
。

技
術
の
内
容
は
、
対
象
地
域
の
漁
業

の
実
態
を
十
分
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
し
て
、
技
術
者
は
さ
ら
に
栽
培
漁

業
の
進
め
方
、
考
え
た
方
に
つ
い
て
漁

業
者
を
啓
蒙
す
る
任
務
も
担
い
ま
す
。

次
は
、
技
術
を
受
け
入
れ
る
窓
口
と

な
る
漁
業
協
同
組
合
の
役
割
で
す
。

新
た
に
展
開
さ
れ
る
栽
培
漁
業
に
は
、

従
来
の
組
合
運
営
の
枠
組
み
や
、
近
接

，ー、

地
域
と
の
関
係
に
菱
化
が
生
じ
て
き
ま

ず
か
ら
、
組
合
相
互
の
協
調
が
一
層
求

め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
組
合
内
に
お
け
る
技
術
の
受

け
入
れ
や
、
そ
の
有
効
な
展
開
に
は
、

研
究
会
の
仲
立
ち
と
し
て
の
役
割
が
大

き
い
と
い
え
ま
す
。

第
三
に
は
、
何
ん
と
い
っ
て
も
漁
業

者
が
技
術
を
自
分
の
も
の
と
し
て
消
化

し
、
十
分
に
使
い
こ
な
す
こ
と
の
出
来

る
力
を
つ
ち
か
う
こ
と
で
す
。

以
上
、
栽
培
漁
業
を
漁
村
に
定
着
さ

せ
る
た
め
の
要
件
を
、
主
と
し
て
技
術

面
か
ら
み
た
技
術
者
、
漁
業
協
同
組
合

お
よ
び
漁
業
者
の
役
割
と
い
う
視
点
か

ら
と
り
あ
げ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
、
漁
場
管
理

・

行
使
規
律
の
確
立
や
、
複
合
化
す
る
栽

培
漁
業
対
象
種
の
調
整
、
選
択
と
い
う

課
題
も
、
従
来
の
と
る
漁
業
型
漁
村
か

ら
、
新
た
な
栽
培
漁
業
型
漁
村
へ
の
発

展
的
形
成
の
過
程
で
、
順
次
解
決
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

栽
培
漁
業
と
い
う
命
題
を
達
成
す
る

に
は
、
指
導
者
、
漁
協
お
よ
び
漁
業
者

の
連
帯
と
協
調
が
求
ら
れ
ま
す
。
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今
年
の
ホ
タ
テ
採
苗
の
見
通
し

出争回<iÞ同<iÞ同<iÞ出<iÞ出<iÞ出争回<iÞ民<iÞ回<iÞ$必~回~

ほ
た
て
貝
部

主
任
研
究
員

平

野

今
年
も
採
苗
の
こ
と
が
話
題
に
の
ぼ

る
シ
ー
ズ
ン
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
当

所
で
は
採
苗
予
測
調
査
と
し
て
、
母
貝

の
成
熟
度
、
-フ
l
パ
の
出
現
状
況
を
調

べ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
現
在
ま
で
の

成
熟
度
に
つ
い
て
述
べ
て
み
ま
す
。

生
殖
巣
指
数

図
l
は
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
解
剖
図
で
す

が
、
斜
線
で
一
示
し
た
所
が
生
殖
巣
で
、

雌
は
赤
檀
色
、
雄
は
乳
白
色
を
し
て
お

り
、
一
1
三
月
の
成
熟
期
に
は
大
き
く

ふ
く
ら
ん
で
き
ま
す
。
こ
の
ふ
く
ら
み

の
度
合
を
調
べ
て
産
卵
期
を
推
定
す
る

の
で
す
が
、
貝
殻
を
ほ
ず
し
て
軟
依
部

(
肉
部
)
の
重
さ
を
測
り
、
さ
ら
に
生
殖

巣
を
切
り
離
し
て
重
さ
を
測
っ
て
、
生

殖
巣
が
軟
依
郎
の
向
%
を
占
め
る
か
で

ふ
く
ら
み
の
度
合
い
を
表
わ
し
、
生
殖

巣
指
数
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
水
温
し
だ
い

今
シ
ー
ズ
ン
は
図

2
に
一不
す
よ
う
に

湾
内
五
点
の
垂
下
貝

・
地
ま
き
貝
を
昨

年
の
一

一
月
か
ら
調
べ
て
い
ま
す
が
、

二
月
中
旬
現
在
ま
で
順
調
に
成
熟
し
て

青森県水産増殖センターだより第27号

い
ま
す
ご
垂
下
引
の
平
均
で
み
る
と
、

二
C
%
に
な
っ
た
の
が
二
月

一
日
頃
で
、

平
年
も
二
月

一
日
な
の
で
ほ
ぼ
平
年
並

の
早
さ
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
=
た

だ
し
、

一
月
中
頃
か
ら
の
冷
え
込
み
ゃ
}

反
映
し
て
、
水
温
も
図
の
よ
う
に
平
年

よ
り
ニ
℃
程
低
め
の
傾
向
が
続
い
て
お

腸

戸園、、

，園、、

忠

り
、
こ
の
ま
ま
低
温
が
続
く
と
此
熱
は

ど
ん
ど
ん
進
む
も
の
の
、
日
比
卯
が
遅
れ

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
し
た
が
っ

て
、
山
川
紅
の
と
こ
ろ
ボ
タ
テ
カ
イ
二
川

当
り
の
卵
数
は
多
く
な
る
こ
と
は
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
産
卯
の
附
則
は
こ
れ
か

ら
の
水
温
の
上
昇
し
だ
い
と
い
う
と
こ

ろ
で
す
っ

母
貝
数
に
不
安

今
ま
で
も
再
三一一円っ

て
き
た
こ
と
で

す
が
、
近
年
の
耳
用
り
全
盛
に
よ
っ
て

母
貝
数
の
減
少
に
よ
ゐ
採
菌
の
不
安
定

が
心
配
さ
れ
ま
す
ご
国
3
は
昭
和
四
九

年
か
ら
の
湾
内
の
推
定
母
民
数
の
推
移

外套膜

地

2，flTZ:・i
野辺地。

+黄浜 . 

川内 口・

生殖巣
(内臓嚢)

図| ホタテガイの解剖図

(片側の外套膜・鯨を除く)

i& 
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(
 

で
、
何
年
¢
産
卵
以
後
(
二
月
か
ら
翌

年
)
月
ま
で
)
に
販
f

刊
さ
れ
た
一
一年日
間

以
上
の
数
を
推
定
し
た
も
の
で
す
。
軍

近
数
年
は
二
億
枚
以
下
と
な
り
、
四
九

年
の
半
分
に
減
っ
て
い
ま
す
。
地
ま
き

民
の
数
が
ほ
ぼ
安
定
し
て
い
る
の
に
比

べ
、
垂
下
貝
は
変
動
が
激
し
い
の
が
特

徴
で
す
=

-i
こ
年
か
ら
五
二
年
に
か
け
て
は
大

量
異
常
へ
い
死
に
よ
り
減
少
し
、
そ
の

後
五
四
年
ま
で
は
健
苗
育
成
技
術
の
普

及
に
よ
り
へ
い
死
を
克
服
し
増
加
し
ま

し
た
ご
し
か
し
、
五
五
年
か
ら
は
耳
吊

り
護
殖
の
比
一
併
が
増
す
に
つ
れ
て
、
ま

ア¥、¥じ-

12 1 2月

湾内各地の生殖巣指数と

茂浦表面水温の変化

11 

図 2
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生
殖
巣
指
数
(
%
)
・
水
温
(℃

戸園、、

戸園、、

た
減
少
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

地
ま
き
放
流
の
数
量
も
年
々
下
降
線
を

た
ど
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
母
貝
数
確
保

の
た
め
に
は
不
安
な
材
斜
の
一
つ
で
す
。

環
境
条
件
の
悪
い
年
で
あ
っ
て
も
必
要

な
稚
貝
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
充
分
な

母
貝
を
ス
ト
ッ
ク
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
の
た
め
に
は
耳
吊
り
偏
重
を
改
め
、

ま
た
地
ま
き
員
も
母
貝
保
護
と
し
て
一

定
数
量
の
放
流
を
続
け
て
い
く
べ
き
で

す
っ

全体

I也まき

垂下

昭和49-58年の産卵母貝数図3

4 

3 母
貝
数

(億
個
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秋季養殖ホタテガイ

実態調査結果の概要

等同<$q<$q~同信回<$q<$q嘩回G同等同等同母国G回青森県水産増殖センターだよ り

昭和58年度昭
和
五
二
年
度
以
降
継
続
実
施
し
て

い
る
本
調
査
を
、
今
年
度
は
五
八
年

一

O
月
一
七
1
一
一
一
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

対
象
は
陸
奥
湾
内
の
二
四
漁
協
、

支

所
お
よ
び
連
絡
所
で
、
調
査
対
象
者
数

八
五
経
営
依
、
調
査
点
数
二
四
六
で
、

調
査
ホ
タ
テ
ガ
イ
数
は
一二
四
四
二
二
個

で
し
た
。

方
法
は
、
無
作
為
抽
出
し
た

(
養
殖

者
の
約
五
%
)
調
査
対
象
者
の
養
殖
貝

を
、
沖
ど
り
お
よ
び
聞
と
り
調
査
し
た
。

調
査
結
果
の
概
要

(
表

1
、
2
)

。
五
七
年
産
貝
(
半
成
貝
)

O
へ
い
死
率
お
よ
び
異
常
貝
出
現
率
は
、

全
湾
平
均
で
そ
れ
ぞ
れ
二
五
・
三

%
、

一
三

・
五
%
と
な
り
、
昨
年
ま
で
の
調

3 

~ 

上磯地区 青森地区 平内地区 上北地区 下北地区 全湾平均
貝の種類 調査年度

異常貝出現率へい死率 へい死率 里常員出現率 へい死率 異常貝出現率 へい死率 異常員出現率 へい死率 異常貝出現率 へい死率 異常員出現車

昭58 5.0 2.4 20.2 12.1 27.5 11.7 34.3 21.5 25.8 24.9 25.3 13.5 

半 57 4.2 3.8 30.7 27.8 7.5 6.0 8.8 8.4 2.8 5.3 9.9 8.3 

56 63.4 30.0 55.1 34.4 19.5 12.9 27.0 15.7 47.5 16.9 30.9 15.9 

成 55 15.7 11.4 29.2 16.5 35.4 20.3 17.2 13.6 11.3 11.3 25.6 11.8 

54 36.7 17.5 23.1 8.2 21.0 7.3 20.7 13.9 18.8 13.8 24.0 10.5 

員 53 91.8 66.7 56.3 6.8 35.1 4.3 46.7 16.2 11.7 1.7 38.2 6.0 

52 53.1 41.0 93.3 73.1 74.7 42.1 85.8 73.4 80.1 70.4 79.9 52.7 

58 12.0 7.8 15.9 11.9 11.2 20.7 10.3 32.4 5.5 23.2 8.0 22.5 

稚 57 6.5 12.4 7.1 24.0 3.2 21.5 3.1 4.7 2.9 4.5 4.3 14.9 

56 1.7 3.1 4.7 3.0 1.2 1.1 2.0 0.4 1.1 0.6 2.0 1.3 

55 2.0 0.4 12.7 日7 6.5 1.6 7.7 1.5 8.5 2.3 7.1 1.2 

貝 54 18.6 3.2 16.8 4.9 9.1 8.0 13.1 7.5 9.8 2.4 11.4 3.7 

53 47.0 6.4 16.5 3.2 15.2 1.0 15.8 0.8 18.7 。 18.6 1.6 

%) (単位

へい死率及び異常貝出現率の年度別推移表|

)・57年秋の調査結果

員の種類 区 介 調査占 へい死率% 異常貝出現率% 平均般長 om 平均重量 9 収容数個/段 連の聞か(om 幹の綱垂下l敷m当個り

丸 面置 30( 23) 21.4( 12.1) 19.7( 9.4) 8.5( 8.2) 78.5(66.1 ) 11 ( 12) 68( 72) 158( 170) 

半
パ ールネ ッ ト 24( 24) 14. 7( 17.5) 7 .8( 10.1) 8.8( 8.1) 80.9(58.7) 14( 16) 51 ( 55) 225( 203) 

成
耳 吊 51 ( 74) 30.7( 7.3) 14.8( 7.6) 8.5( 8 0) 75.6(64.6) 150( 134) 61 ( 64) 267( 209) 

貝
言十 〔平均] 105( 121) 25.3( 9.9) 13.5( 8.3) 8.6( 8.1) 77.7(63.7) 61 226 

養殖方法別調査結果表2

地元産分散済 72( 97) 7.5( 4.4) 15.2( 18.5) 3.2( 3.1) 4.3( 3.5) 23( 24) 54( 54) 408 

饗 I! 未分散 16 55.5( 10.3 3.2 4.1 75 47 1，439 
殖

用
他地区産 ・骨散済 18 18.2 32.1 3.0 3.5 15 44 276 

小計 | 分散済 90 9.4 17.9 3.2 4.1 22 52 381 

言十 〔平均] 106 14.0 17.6 3.2 4.1 30 51 541 

椎
地
地元産分散済 21 ( 49) 7.3( 4.0) 25.2 3.1 ( 2.9) 3.8( 3.0) 61 ( 52) 65( 63) 784 

ま
I! 未発散 6 44.3 9.4 3.0 3.4 110 55 1，799 

き
用
富十 [平均〕 27 9.4 24.6 3.1 3.7 72 63 1.009 

地元産分散済 2 3.1 12.7 3.2 3.8 35 51 521 
't 

σ】 11 未介散 6 60.2 4.2 3.0 3.2 110 58 2，050 

貝
他
E十 〔平均〕 8 39.8 9.1 3日 3.3 105 57 1，668 

地元産 95 7.3 21.9 3.2 4.1 32 57 473 
介

散 他地区産 18 18.2 32.1 3.0 3.5 15 44 276 
言十

平
，斉
計〔平均〕 113( 146) 8.0( 4.3) 22.5(14.9) 3.2( 3.0) 4.0( 3.3) 29( 33) 55( 57) 459 

均
〕

地元産・未介数 28 52.2 8.8 3.1 3.7 94 51 1.647 

E十 〔平均〕 141 12.0 21.8 3.1 4.0 42 54 695 
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査
結
果
で
は
、
へ
い
死
率
が
減
少
傾
向

に
あ
っ
た
が
、
再
び
高
く
な
っ
て
い
る
。

O
貝
の
大
き
さ
は
、
平
均
殻
長
八

・
六

側
、
平
均
重
量
七
七

・
七
g
と
な
っ
て

お
り
、
従
来
成
長
の
良
か
っ
た
耳
吊
り

が
、
丸
篭
、
パ
l
ル
ネ
ッ
ト
よ
り
も
患

い
結
果
に
な
っ
て
い
る
c

O
収
容
数
は
丸
篭
一
一
個
/
段
、
ハ
ー

ル
ネ
ッ
ト
一
四
個
/
段
と
な
っ
て
お
り
、

両
者
と
も
一
段
あ
た
り
の
収
容
数
は
徐

々
に
減
少
し
て
き
で
い
る
=

し
か
し
、
耳
吊
り
一
連
あ
た
り
の
垂

下
数
は

一
五
O
個
(
昨
年
二
ニ
四
個
)

で
逆
に
増
加
し
て
い
る
。

ま
た
、
連
の
間
隔
は
相
愛
ら
ず
狭
く

な
っ
て
き
て
い
る
。

。
五
八
年
産
貝

(稚
貝
)

O
へ
い
死
率
お
よ
び
異
常
貝
出
現
率
は
、

全
湾
平
均
で
そ
れ
ぞ
れ
八

・
(
)
0
0

、
二

一一

・
五
%
と
高
く
、
特
に
異
常
貝
出
射

率
は
過
去
に
例
を
み
な
い
程
の
値
を
示

し
て
い
る
。

用
途
別
に
み
る
と
、
地
ま
き
用
稚
員

の
異
常
貝
出
現
一
挙
が
二
五

・
二

%
と
特

に
高
い
。

O
パ
1
ル
ネ
ッ
ト
一
段
あ
た
り
の
収
容

数
は
、
養
殖
用
二
一
個
、
地
ま
き
用
六

一
個
と
な
っ
て
い
る
。

垂
下
連
の
間
隔
は
五
五

m
で
、
幹
綱

一
m
あ
た
り
に
換
算
し
た
垂
下
数
は
養

殖
用
で
四
O
八
個
と
な
る
。
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0
自
の
大
き
さ
h

平
均
吉
一
一
一
・

二

m
、
平
均
重
量
同

・
O
E
で
、
昨
年

同
期
(
一二
・

c
m、
三
・
二
g
)
よ
り

大
型
で
あ
っ
た
。

。
養
殖
施
設
数
、
保
有
貝
数
量

O
調
査
時
点
に
お
け
る
養
殖
者
数
は
、

一
七
八
五
(
プ
ラ
ス
一
組
什
)
で
、
保

有
養
殖
施
設
数
は
二
二
五
(
)
三
ヶ
統
と

な
っ
て
い
る
c

O
五
七
年
産
一
貝
は
一

二
月
時
点
で
一
億

三
千
万
個
保
有
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う

ち
約
六
割
が
耳
目
。
貝
で
あ
る
一

O
五
八
年
産
稚
貝
は
七
1
八
月
の
へ
い

死
が
影
響
し
て
、
六
位
四
百
万
個
の
保

有
に
止
ま
っ
て
い
る
。

。
今
後
の
養
殖
管
理
に
つ
い
て

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
五
八
年
産

稚
貝
は
、
例
年
に
較
べ
て
異
常
貝
出
現

率
や
へ
い
究
心
不
が
か
な
り
高
く
、
こ
れ

は
昨
年
夏
の
稚
貝
の
大
量
へ
い
死
の
後

遺
症
が
残
っ
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
ま

す
コこ

の
事
態
へ

の
対
応
と
し
て
、
へ
い

死
率
を
若
干
で
も
下
げ
る
こ
と
が
可
能

な
次
善
法
(
約

一
年
間
パ
i
ル
ネ
ッ
ト

に
入
れ
て
お
く
方
法
)
な
ど
に
よ
る
適

正
な
養
殖
管
理
が
必
要
で
す
。

「昭
和
五
八
年
度
軟
季
養
殖
ホ
タ
テ

ガ
イ
実
態
調
査
結
果
報
告
書

・
五
八
年

一
一
月

・
青
森
県
」
か
ら
抜
す
い

(
へ
は
た
て
貝
部
)

~ 

カ
ナ
ダ
で
も
ホ
タ
テ
は

産
卵
し
だ
、
か
・
..... 

大
西
洋

カナダ太平，羊生物研究所の位置

カ
ナ
タ
太
平
手

生
物
研
究
断

貝
類
部
技
師

d 
?? 

森

{玉

戸-."

カ
ナ
タ
で
も
特
に
四
一
随
一年

(
太
平
洋

側
)
の
佐
民
の
場
合
は
、
東
海
岸
(
大

内
洋
側
)
で
獲
れ
る
ホ
タ
テ
ガ
イ
(
マ

ゼ
ラ
ン
ツ
キ
ヒ
カ
イ
日
本
の
ホ
タ
テ

ガ
イ
と
は
か
な
り
違
う
)
の
小
さ
な
貝

位
を
五

三、、

f
M
以
上
も
内
政
空
輸
さ

れ
た
屯
の
を
山
引
っ
か
、
地
元
で
タ
イ
パ

ー
が
穫
っ
た
ア
カ
ザ
ラ
の
類
(
非
常
に

小
さ
い
c

殻
付
で
キ
ロ

一一

一O
O
円
位
)

を
口
う
し
か
な
い
。

そ
こ
で
甘
く
て
や
わ
ら
か
い
ホ
タ
テ

貝
柱
の
味
を

，
度
で
も
出
め
た
人
々

(
特
に
女
性
)
は
、
な
ん
と
か
こ
の
貝
を

も
っ
と
安
く
、
つ
ま
り
も
っ
と
た
く
さ

ん
食
べ
た
い
と
考
え
る
ご

こ
れ
ら
の
人
々
の
要
請
に
応
じ
、
最

近
カ
ナ
タ
の
水
産
研
究
者
は
、
僅
か
な
資

源
な
が
ら
西
海
岸
に
分
布
が
み
ら
れ
る

ワ
ェ
ダ
l
ヴ
ェ
イ
ン
と
よ
ば
れ
る
ホ
タ

テ
ガ
イ
に
着
目
し
は
じ
め
て
い
る
。

こ
の
ワ
ェ
ダ
l
ワ
ェ
イ
ン
ホ
タ
テ
は

殻
長
一
一O
m
に
も
成
長
し
、
し
か
も
日

本
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
と
非
常
に
近
い
種
類

で
あ
る
べ
一
か
ら
、
彼
ら
は
陸
奥
湾
を

夫

中
心
と
し
た
日
本
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖

の
技
術
を
勉
強
す
る
乙
と
に
よ
り
、
こ

れ
の
養
殖
は
将
来
有
望
で
あ
る
と
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
五
六
年
に
は
カ
ナ
ダ
政
府
の
機

関
で
あ
る
太
平
洋
生
物
研
究
所
(
ブ
リ

テ
ィ
シ
ュ

、
コ
ロ
ソ
ビ
ア
州
ナ
ナ
イ
モ

市
)
に
ホ
タ
テ
ガ
イ
研
究
室
が
新
設
さ

れ
、
天
然
採
苗
と
人
工
採
苗
の
二
本
建

て
に
よ
る
ワ
ェ
ダ
l
ヴ
ェ
イ
ン
ホ
タ
テ

養
殖
計
画
な
る
も
の
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

産洋
)
平
産
太
洋
ダ
西

)
ナ
大

産
カ
ダ

湾
(
ナ

奥
テ
カ

陸
タ
(

(
ホ
イ

イ
ン
ガ

ガ
イ
ヒ

テ
ヱ
キ

タ
ヴ
ツ

ホ
一
ン

ら
ず
ラ

か
エ
ゼ

左
ウ
マ

と
こ
ろ
が
天
然
採
苗
で
は
稚
貝
の
付

着
が
み
ら
れ
ず
、
人
工
採
苗
に
至
つ

て

は
母
貝
が
産
卵
し
な
い
と
い
っ

た
状
態

で
あ
り
、
現
在
ま
で
思
う
よ
う
な
成
果

が
得
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
彼
ら
は
百
聞
は
一
見
に
し
か

ず
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
昭
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和
五
七
年
軟
に
当
セ
ン
タ
ー
の
伊
藤
所

長
が
ア
メ
リ
カ

・
カ
ナ
タ
の
水
産
技
術

を
視
察
に
赴
い
た
際
に
(
本
誌
二
一
号
)

話
が
出
て
、
私
が
昨
年
二
月
か
ら
八
月

ま
で
現
地
に
赴
い
て
、
カ
ナ
ダ
産
お
よ

び
日
本
産
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
人
工
採
苗
試

験
を
協
同
で
実
施
し
、
交
配
に
よ
る
品

種
改
良
試
験
の
先
鞭
を
つ
け
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

私
は
陸
奥
湾
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
腹
が

ふ
く
ら
ん
で
き
た
二
月
初
め
に
、
カ
ナ
ダ

太
平
洋
生
物
研
究
所
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
研

究
室
に
到
着
し
た
。
そ
こ
に
は
北
米
に

お
け
る
二
枚
貝
研
究
の
第
一
人
者
と
し

て
知
ら
れ
&
曹
と
、
非
常
に
優
秀
な
三

人
の
若
い
部
下
が
働
い
て
い
た
が
、
私

を
見
る
な
り
、
最
初
に
出
た
一言
葉
(
英

語
)
が
「
な
ん
と
か
た
の
む
じ
ゃ
ノ
」

と
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
彼
ら
の

表
情
で
す
ぐ
に
わ
か
っ
た
。
つ
ま
り
私

は
彼
ら
の
期
待
を
一
身
に
受
け
た
の
で

あ
る
。

青森県水産増殖セ ンターだよりd主同省言同妥言同告知d言同信~<'$同 信当時<$:l~当時<$:l<$:l這言同

さ
て
私
の
任
務
は
、
先
づ
陸
奥
湾
の

ホ
タ
テ
ガ
イ
を
用
い
て
、
日
ぶ
流
の
ホ

タ
テ
ガ
イ
の
人
工
採
苗
の
刀
法
を
彼
ら

に
紹
介
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
は
い

っ
て
も
私
は
ホ
タ
テ
ガ
イ
人
工
採
苗
に

つ
い
て
は
全
く
経
験
が
な
く
、
別
慌
の

私
の
担
当
で
あ
る
ア
カ
ガ
イ
人
工
採
苗

と
基
本
的
に
方
法
が
違
う
は
ず
が
な
い

と
は
思
い
つ
つ
も
、
果
し
て
彼
ら
の
則

5 

F画、、

カ
ナ
ダ
太

弔--

生
物
b汗
附句

プし

所

待
に
乙
た
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

か
と
実
は
全
く
自
信
が
な
く
、
非
常
に

心
細
か
っ
た
。

し
か
し
そ
ん
な
私
の
気
持
に
は
容
赦

な
く
、
成
熟
に
達
し
た
ホ
タ
テ
ガ
イ
は

陸
奥
湾
か
ら
次
々
と
送
ら
れ
て
き
た
。

雪
の
中
、
早
朝
か
ら
丸
篭
を
引
き
揚
げ

梱
包
し
て
三
沢
空
港
へ
急
行
し
て
く
れ

た
当
所
職
員
の
苦
労
の
お
か
げ
で
、
力

ナ
タ
に
到
着
し
た
ホ
タ
テ
ガ
イ
(
約
4

一

ぃハ
j
二
九
時
山
川
安
)
は
思
っ
た
よ
り

も
川
一
気
で
あ
っ
た
。

は
十
速
産
卵
誘
発
作
業
に
と
り
か
か
っ

た
。
方
法
は
諸
先
訟
の
文
献
お
よ
ぴ
助

一言
ど
お
り
、
水
温
五
i
一
五
℃
の
安
化
に

紫
外
線
に
よ
る
刺
激
を
削
用
し
た
。

案
ず
る
よ
り
も
産
む
が
安
し
と
は
良

く
い
っ
た
も
の
で
ペ
タ
テ
ガ
イ
は
比

較
的
容
易
に
放
精

・
放
卵
し
た
の
に
〔

る
。
当
初
か
ら
私
の
任
務
の
中
で
最
も

難
関
と
思
わ
れ
て
い
た
こ
の
作
業
を
難

な
く
突
破
で
き
た
た
め
、
あ
と
は
用
心

し
て
浮
椀
幼
生
を
削
育
す
れ
ば
、
あ
る

程
度
の
数
量
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
種
苗
を
得

る
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
と
、
急
に
緊

張
が
ゆ
る
み
、
ま
た
同
信
が
わ
い
て
き

た
。
も
ち
ろ
ん
皆
も
大
喜
び
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
世
の
巾
そ
う
は
甘
く
な
い
。

予
期
せ
ぬ
問
題
が
そ
の
直
後
に
待
ち
冒つ

け
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
受
粘
ギ

が
極
め
て
低
く
、
し
か
も
受
精
し
た
卯

は
全
て
奇
形
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後

一
二
回
の
受
精
チ
ャ
ン
ス
に
、

私
に
考
え
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
試
行
鉛
誤

を
く
り
か
え
し
た
が
、
結
果
は
い
ず
れ

も
川
じ
で
あ
っ
た
。

日
本
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
は
カ
ナ
ダ
の
水

に
あ
わ
な
い
の
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
大

奇形のホタテガイ浮涜幼生

(大部分はこの段階までも成長しなかったが)

勢
の
意
見
で
あ
り
、
私
も
ホ
タ
テ
ガ
イ

の
側
に
問
題
が
あ
る
よ
う
に
は
思
え
な

か
っ
た
。

こ
の
状
態
で
、
彼
ら
に
と
っ
て
本
命

で
あ
る
ワ
ェ
ダ

i
ヴ
ェ
イ
ン
ホ
タ
テ
の

産
卵
誘
発
に
挑
戦
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
四
月
二
七
日

1
五
月

一
九

日
に
歪
る
八
回
の
事
例
で
は
、
陸
奥
湾

ホ
タ
テ
の
場
内
と
こ
と
と
と
く
同
様
で

あ
っ
た
。

ワ
ェ
タ
l
ヴ
ェ
イ
ン
ホ
タ
テ
の
受
精

問
の
異
常
は
、
さ
す
が
の
彼
ら
に
も
大

き
な
衝
撃
を
与
え
た
ら
し
い
。
彼
ら
の

い
火
山
が
暗
く
な
る
と
と
も
に
、
問
題
は

私
の
手
か
ら
急
速
に
離
れ
て
し
ま
っ
た

感
が
あ
っ
た
。

ワ
ェ
タ
l
ヴ
ェ
イ
ン
ホ
タ
テ
は
カ
ナ

タ
の
水
に
あ
わ
な
い
・
・
・・
・
・
で
は
す
ま
さ

れ
な
い
の
で
あ
る
。

今
川
の
問
題
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ

な
原
因
竹
え
ら
れ
た
が
、
今
後
あ
ら

彼女にもこんな大物が

(マスノスケーキングサーモン)

ゆ
る
万
向
か
ら
の
慎
重
な
検
討
に
よ
っ

て
結
論
が
出
さ
れ
る
乙
と
を
期
待
し
た

わ

ν
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
私
は
カ
ナ
ダ
政

府
の
大
き
な
期
待
に
乙
た
え
る
こ
と
が

で
き
ぬ
ま
ま
、
今
後
共
の
協
力
は
約
し

て
八
月
中
旬
に
帰
国
し
た
。

ア
ル
ハ
ム
の
中
に
ク
ジ
ラ
や
ア
ザ
ラ

シ
が
た
わ
む
れ
る
美
し
い
カ
ナ
ダ
西
海

岸
の
海
を
思
い
出
す
時
、
必
ず
あ
の
お

か
し
げ
な
格
好
の
無
数
の
受
精
卵
や
浮

櫛
幼
生
が
、
同
時
に
悪
夢
の
よ
う
に
脳
裏

に
浮
ん
で
き
て
、
同
放
な
の
だ
と
さ
け

び
た
く
な
る
の
を
禁
じ
得
な
い
。

陸
奥
湾
は
ホ
タ
テ
ガ
イ
に
と
っ
て
木

当
に
適
し
た
環
ぬ
な
の
だ
な
あ
と
痛
感

す
る
と
と
も
に
、
彼
ら
の
真
剣
な
ま
な

ざ
し
を
思
い
だ
す
た
び
に
、
ム7
凶
の
不

成
功
が
単
な
る
私
の
技
術
的
ミ
ス
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
将
来
良
い
方
向
に
解

決
し
て
ほ
し
い
と
心
か
ら
願
う
日
々
で

も
あ
る
。
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標
識
魚
の

再
捕
報
告
に
つ
い
て

青森県水産増殖センターだより第27号

前
に
も
向
回
か
お
願
い
し
ま
し
た
が
、

ま
た
、
標
識
魚
の
再
捕
報
告
に
つ
い
て

お
願
い
し
ま
す
。

い
つ
(
採
捕
時
期
)
ど
こ
で
(
採
捕

場
所
)
な
に
を
(
魚
種
名
)
ど
の
よ
う

に

(
漁
具

・
漁
法
)
し
て
採
捕
し
た
か

を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
で
き
れ
ば
、
大

き
さ
と
重
さ
も
計
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

も
っ
と
良
い
の
で
す
が
。

県
で
行
っ
て
い
る
標
識
放
流
魚
種
は

ヒ
ラ
メ
、
マ
ダ
-フ
、
サ
ケ
、
ヤ
リ
イ
カ

な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
標
識
魚
の
再
捕

デ
ー
タ
は
、
何
れ
も
大
安
貴
重
な
も
の

で
す
。
再
捕
報
告
し
て
い
た
だ
い
た
方

に
は
、
そ
の
標
識
魚
の
放
流
時
期
と
放

流
場
所
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
と
共
に
、

粗
品
を
お
送
り
し
て
、
感
謝
の
意
を
表

し
て
お
り
ま
す
。

標
識
魚
を
発
見
し
た
ら
、
ま
ず
組
合

へ
/・

組
合
職
員
の
方
は
、
と
面
倒
で

も
、
セ
ン
タ
ー
、
普
及
所
、
水
産
試
験

場
な
ど
へ
の
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

(
魚
類
部
)

(昭和49年-58年の海況自動観測結果より )

尚子11平舘ブイ 青森 ブ イ 大島 ブイ 野辺 地ブ イ 川 内フイ

-1m -15m 一1m 一15m 一1m 一15m 1 m -15 m 1 m 15 m 

上 10.8 10.9 8.7 8.8 8.4 7.3 7.3 6.6 6.7 

中 9.8 9.9 7.8 7.8 7.1 7.1 5.9 6.0 5.3 5.4 

下 9.0 9.2 7.1 .7 2 6.6 6.6 5.0 5.0 4.3 4.4 

上 8.4 8.6 6.2 6.2 5.6 5.6 4.5 4.5 3.6 3.7 

2 中 7.9 8.2 5.9 5.9 5.8 5.8 3.7 3.7 3.2 3.3 

下 7.5 7.9 5.7 5.7 5.1 5.1 3.6 3.6 3.2 3.3 

上 7.5 7.8 5.7 5.7 5.3 5.3 3.9 3.9 3.2 3.3 

3 中 7.3 7.7 5.7 5.9 5.7 5.5 4.2 4.1 3.7 3.8 

下 7.2 7.4 5.9 6.0 5.9 5.6 4.6 4.6 4.3 4.3 

上 7.7 7.7 6.5 6.3 6.4 5.7 5.1 5.0 5.2 4.9 

4 中 8.0 8.1 7.4 7.0 7.4 6.8 6.2 5.9 6.2 5.7 

下 8.8 8目6 8.6 8.1 8.4 7.7 7.7 7.0 7.4 6.9 

上 9.7 9.8 9.9 9.1 9.3 8.7 9.0 8.2 8.5 7.9 

5 中 10.9 10.4 11.1 10.2 10.8 9.8 10.8 9.7 10.4 9.3 

下 11.9 11.3 12.2 10.9 11.8 10.6 11.9 11日 11.8 10.8 

上 13.2 12.6 14.2 11.9 13.3 11.8 13.8 12.1 13.4 12.1 

6 中 14.5 13.8 15.3 13.3 14.5 12.9 15.0 12.6 14.7 13.1 

下 15.4 14.7 16.2 14.1 15.3 13.6 16.4 13.8 15.9 13.9 

上 16.6 15.7 16.9 15.0 16.4 14.7 17.2 14.0 16.9 14.7 

7 中 18.4 17.5 18.7 16.4 18.4 16.5 19.0 15.5 18.8 15.9 

下 20.4 19.3 21.0 18.4 20.6 18.1 21.1 17.2 21.1 18.1 

上 21.8 21.1 22.6 20.6 22.0 20.1 22.1 19.8 22.1 19.7 

8 中 22.6 22.1 22.9 21.1 22.8 21.6 22.7 20.1 23.3 21.7 

下 22.6 22.2 22.4 21.3 22.6 21.8 21.8 20.4 22.9 22.0 

上 22.7 22.5 22.4 22.0 21.8 21.3 22.1 21.3 22.6 21.7 

9 中 22.0 21.8 21.7 21.8 21.2 21.1 21.3 21.2 21.0 20.9 

下 21.4 21.3 21.0 21.1 20.9 20.7 20.7 20.6 20.5 20.5 

上 20.5 20.5 20.1 20.2 20.1 19.8 19.8 19.8 19.8 19.6 

10 中 19.3 19.3 19.0 19.1 18.8 18.7 18.5 18.5 18.6 18.5 

下 17.8 17.9 17.7 17.8 17.6 17.5 17. 1 17.2 17.2 17.1 

よ 16.9 16.9 16.4 16.4 16.1 16.1 15.3 15.2 15.5 15.4 

11 中 15.3 15.4 15.0 15.1 14.5 14.9 13.8 13.9 13.7 13.5 

下 14目6 14.7 13.7 13.7 13.1 13.1 12.4 12.4 12.1 12.1 

上 13.5 13.6 12.4 12.4 11.8 11.7 10.8 10.8 10.5 10.5 

12 中 12.5 12.6 11.4 11.4 10.8 10.8 9.7 9.7 9.0 9.0 

下 11.5 11.6 9.9 9.9 9.4 9.4 8.2 8.3 7.8 7.8 

u魚、 部)場

陸奥湾の 10年間旬平均水温戸園、


